
平成 ２７ 年７月３１日

斑鳩町公共下水道による快適で活力ある暮らしの実現

平成２２年度　～　平成２６年度　（５年間） 斑鳩町

管渠施設整備を早期に実施し、公共下水道整備区域の拡大を図ると共に水洗化促進を行い、河川・水路の水質改善を推進する。

① 斑鳩町の下水道整備率を３５％（Ｈ２２）から４８％（Ｈ２６）に向上させる。
② 平成２０年度からの供用開始区域内で公共下水道に接続することにより不用となった浄化槽施設を雨水貯留施設に転用する補助申請件数 ０件（Ｈ２２）から３７件（Ｈ２６）に向上させる。

（H22当初） （H24末） （H26末）
① 整備率

整備済区域内人口（人）／行政区域内住基人口（２８，２４３人） ３５％ ４２％ ４８％

②
０ 件 １７ 件 ３７ 件

事　後　評　価

○事後評価の実施体制、実施時期

事業終了後

斑鳩町ホームページにて公表

１．交付対象事業の進捗状況

交付対象事業 上段 ： 計画 下段 ： 実施
Ａ1　下水道事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業及び 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 施設種別 H22 H23 H24 H25 H26

1,563

865.45

678

561.45

550

551.77

185

208.00

1,229

959.97

3.7

1.80 新世代

0.3

0.62

4,209

小計（下水道事業） 3,149.06

Ｂ　関連社会資本整備事業
事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H22 H23 H24 H25 H26

合計

全体事業費
（百万円）工種

事後評価の実施時期

公表の方法

下水道 一般 斑鳩町 直接 斑鳩町 汚水 新設

事業内容

（延長・面積等）
要素となる事業名事業者

省略
工種

市町村名

斑鳩町
汚水管φ２００　Ｌ＝１２，５００ｍ

汚水管φ200、300、400　Ｌ＝４，９６７ｍ

番号 事業者
省略

下水道 一般 斑鳩町 直接 斑鳩町 汚水 新設

下水道 一般 斑鳩町 直接

1-A1-4

下水道 一般 斑鳩町 直接

市町村名
港湾・地区名

事業実施期間（年度）

下水道 一般 斑鳩町

汚水 新設

斑鳩町

斑鳩町

斑鳩町

斑鳩町

斑鳩町

斑鳩町

汚水管φ２００・４００　Ｌ＝４，８９０ｍ

汚水管φ200、250、400　Ｌ＝３，２２７ｍ

汚水管φ２００・４００　Ｌ＝３，３００ｍ

汚水管φ200、250、400　Ｌ＝２，７００ｍ

　Ｌ＝１，２８０ｍ

汚水管φ200　Ｌ＝１，１４１ｍ

汚水管φ２００・１０００　Ｌ＝７，３５０ｍ

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
３，４９５百万円 Ａ ３，１４９百万円 Ｂ ０百万円 Ｃ

社会資本総合整備計画　事後評価書
計画の名称

計画の期間 交付対象
計画の目標

　　計画の成果目標（定量的指標）

　平成２０年度からの供用開始区域内で公共下水道に接続することにより不用となった浄化槽施設を雨水貯留施設に転用する補助
申請件数０件（Ｈ２２）から３７件（Ｈ２６）に向上させる。

備考
当初現況値 中間目標値 最終目標値

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値

３４６百万円
効果促進事業費の割合

9.9%
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

事後評価の実施体制

　斑鳩町上下水道部下水道課において実施

全体事業費
（百万円）

1-A1-3

1-A1-2

直接 斑鳩町 汚水 新設

直接

個人

斑鳩町

汚水 新設

1-A1-1

浄化槽施設雨水貯留施設転用補助

第１５処理分区（未普及対策）

第１４処理分区（未普及対策）

第１３処理分区（未普及対策）

第１２処理分区（未普及対策）

第１１処理分区（未普及対策）

第９処理分区（未普及対策）

斑鳩町 汚水 新設

下水道 一般 斑鳩町

下水道 一般 斑鳩町

間接

斑鳩町 汚水 新設

1-A1-7

1-A1-6

1-A1-5
汚水管φ200、400、1000　Ｌ＝３，１６０ｍ

申請件数　３７件

申請件数　１８件

Ｌ＝３ｍ

汚水管φ２００　Ｌ＝４ｍ

要素となる事業名
事業内容

（延長・面積等）



Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H22 H23 H24 H25 H26

122

82.53

39

164.63

30

39.30

13

16.47

51

42.58

255

小計（下水道事業） 345.51

番号 備考

1-C1-1 基幹事業である幹線（1-A1-1）と接続する汚水管線（支線）を一体的に整備することで、下水道未整備地区の早期普及促進を図る。

1-C1-2 基幹事業である幹線（1-A1-2）と接続する汚水管線（支線）を一体的に整備することで、下水道未整備地区の早期普及促進を図る。

1-C1-3 基幹事業である幹線（1-A1-3）と接続する汚水管線（支線）を一体的に整備することで、下水道未整備地区の早期普及促進を図る。

1-C1-4 基幹事業である幹線（1-A1-4）と接続する汚水管線（支線）を一体的に整備することで、下水道未整備地区の早期普及促進を図る。

1-C1-5 基幹事業である幹線（1-A1-5）と接続する汚水管線（支線）を一体的に整備することで、下水道未整備地区の早期普及促進を図る。

２．事業効果の発現状況、目標値の達成状況

Ⅰ定量的指標に関連する
交付対象事業の効果の発現状況

最終目標値 ４８ ％
Ⅱ定量的指標の達成状況 目標通り実施できた。

最終実績値 ４８．３ ％

最終目標値 ３７ 件

最終実績値 １８ 件

Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の効果の発現状況
（必要に応じて記述）

３．特記事項（今後の方針等）

　今後も斑鳩町公共下水道全体区域内の公共下水道普及促進を図る為、管渠施設整備を引続き実施する。

番号 事業者
省略 市町村名

港湾・地区名
全体事業費
（百万円）工種

一体的に実施することにより期待される効果

斑鳩町

斑鳩町

斑鳩町

斑鳩町

斑鳩町

斑鳩町 汚水 新設

下水道 一般 斑鳩町 直接 斑鳩町 汚水

指標①
整備率（整備済
区域内人口／行
政区域内住基人
口）

指標②
雨水貯留施設に
転用する補助申
請件数の増加

1-C1-1 下水道 一般 斑鳩町 直接

1-C1-2

1-C1-3

1-C1-4

1-C1-5

下水道 一般 斑鳩町 直接 斑鳩町

下水道 一般 斑鳩町 直接 斑鳩町

下水道 一般 斑鳩町 直接 斑鳩町 汚水 新設

汚水 新設

汚水 新設

新設

Ｌ＝２４０ｍ

汚水管φ200　Ｌ＝２００ｍ

Ｌ＝９０ｍ

汚水管φ200　Ｌ＝６７ｍ

Ｌ＝４５０ｍ

汚水管φ200　Ｌ＝２８４ｍ

管渠工事着手前の地元説明会等で雨水貯留施設転用事業の説明を行い、パンフレットを配布する
ものの、各戸の需要が少なかった事による。

目標値と実績値
に差が出た要因

目標値と実績値
に差が出た要因

・第１２処理分区、第１３処理分区、第１５処理分区において幹線管渠築造工事を行い、供用を開始した結果、面整備を実施できる区域が拡大し、未普及対策の基盤が
できた。

・６つの処理分区において面整備工事を実施し、これにより普及率及び接続件数が増加。計画目標である河川及び水路の水質改善が推進された。

要素となる事業名

第１１処理分区（未普及対策）

第１２処理分区（未普及対策）

第１３処理分区（未普及対策）

第１４処理分区（未普及対策）

第１５処理分区（未普及対策）

事業内容

Ｌ＝９００ｍ

汚水管φ200　Ｌ＝３４４ｍ

Ｌ＝５１０ｍ

汚水管φ200　Ｌ＝１，１３６ｍ


